
2025年度　郁文館高等学校　東大･国立選抜クラス入試「国語」出題意図

問一 漢字の書き取りの問題だが、平易な漢字「カンシン」も感心、関心、歓心という同音

異義語をしっかり理解できているかを問うている。 

問二 政府の出した二つの文献を読み、内容を比較検討する問題である。内容的には平易な

問題であり、躓いてほしくない問題である。 

問三 本文中の「責任感や使命感」を「倫理」という言葉に置き換える問題であり、引き続

き受験生の語彙力を問う問題である。 

問四 四字熟語の語彙力を問う問題である。 

問五 穴埋め問題であるが、将来の東大生を意識させる問題である。 

大学入試で何度も繰り返される、「国家」とは「共同幻想」である、という「常識」を理

解できるか、またそのことを「出自」という中学生には聞きなれない言葉に翻訳できるか、

という問題である。 

問八 問二に引き続き、二つの文献を比較読みする問題である。 

問九 東大、難関大がよく出題する「お上」の支配、束縛について考察する問題であり、国

家や企業などの「権力」のありかを考察しなくてはならない。中学三年生で「国家」＝「権

力」ということが考えることができるか。 

問十 難解語である「姑息」の説明を求めている。記述力を問う問題ではあるが、実は語彙

力を問う問題である。 

問題二全体 出典：川端康成著書『油』 

 小説文における読解力を測るべく、部分理解ならびに全体理解を選択式や記述式にて問

う。数年前に出題されたセンター試験の、川端康成「孤児」をめぐる小説と似た小説を扱っ

た。大問一が東大向けとするならば、こちらは共通テストレベルで、難解な「孤児」の心情

を読み取る問題となっている。 

（個別問題） 

問四 心情理解および理由説明問題。心情における抽象的記述からそれの具体的記述を結び

つける力およびその心情に起因した行動を把捉する力を求めている。また、制限字数を手掛

かりとして物語の流れをたどる力も要求している。 

問七 心情理由説明問題。文章の展開を踏まえ、解答に必要な要素を抜き出し、制限字数以

内にまとめる力を求めている。 
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